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　消防大学校では、技術的援助として、消防学校からの
要請により、警防、予防、救急、救助等の消防行政・消
防技術について講師の派遣を行っています。　
　平成26年度は、40校113件（440時間）の授業に対し
て講師派遣を予定しています。
　近年は、災害の複雑多様化、住民ニーズの増大等、時
代の変化に伴い、消防学校における教育訓練も高度で専
門的な内容が求められています。
　このため、総合教育においては、消防行政の現状と課
題に関し背景や対応等に対するもの、専科教育において
は専門性が高い分野について全国水準の技術に直接触れ

ようとするものについて、講師派遣の要望が多く寄せら
れており、これらに積極的に応えていくこととしていま
す。
　また、消防学校において、科の新設、教育内容の充実
のため授業数の増、先駆的な教育内容の導入を行う場合
などにおいても、講師を派遣するなどの技術的援助を行
います。消防学校において、新たな教育を計画され、講
師の派遣を必要とされる場合は、消防大学校教務部まで
ご相談ください。
　今後とも消防大学校では、消防学校との連携を密にし
つつ、消防職・団員の資質向上に努めて参ります。

平成26年度中の講師派遣について

●平成26年度　講師派遣の予定

区　分 講　義　内　容 件数 時間数

総合教育

上級幹部科 危機管理、人事管理、業務管理 9 31

中級幹部科 現場指揮、消防時事、人事業務管理、安全管理、消防行政 14 54

消防団科 管理職の役割 1 2

初級幹部科 小隊長の活動要領 1 4

専科教育

警防科 警防行政の現状と課題、消防戦術と安全管理、警防活動理論 14 55

特殊災害科 特殊災害の概論、安全管理、特殊災害活動要領 10 39

予防査察科 違反処理、予防査察行政の現状と課題、消防査察 18 73

危険物科 危険物規制、危険物行政の現状と課題 6 23

火災調査科 火災原因調査、火災調査概論、事例研究、鑑定・鑑識 20 78

救助科 災害救助対策、安全管理 13 55

救急科 多数傷病者対応、救急業務及び救急医学の基礎、応急処置 4 14

その他 現場指揮要領 3 12

計 113 440
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　また、首都直下地震を想定したシミュレーション訓練

を実施し、学生が被災都道府県の応援活動調整本部員又

は指揮支援部隊長等となり、時間経過とともに付与され

る災害事象の推移、また、消防応援活動調整本部、被災

地災害対策本部等の運営要領についてのシミュレーショ

ン訓練を実施し、被災都道府県の調整本部員、被災地消

防本部員、指揮支援部隊長などとなり、時間経過ととも

に付与される災害事象の変化や、明らかになる災害実体

に対して対応して頂きました。

　緊急消防援助隊出場時に今回の研修で培われた成果が

大いに発揮されることが期待されます。

　消防大学校では、平成26年４月17日から25日まで、

緊急消防援助隊教育科 指揮隊長コース（第11回）を開

講しました。

　本コースには、全国から緊急消防援助隊の指揮支援部

隊長、指揮支援隊長、都道府県大隊長などとして活躍が

期待される23名が受講し、緊急消防援助隊の指揮官と

して必要な知識及び能力の修得に努めました。

　本コースでは、平成23年３月に発生した東日本大震

災において実際に指揮を執られた講師の他、災害を多方

面から解説していただく大学教授等の講師を招聘し災害

全般を学び、考えることができる内容のカリキュラム編

成としました。

問合わせ先
　消防庁消防大学校　教務部
　TEL: 0422-46-1712

緊急消防援助隊教育科指揮隊長コース(第11回)

広域消防応援　杉田憲英広域応援室長 災害現場における医師との連携　大友康裕東京医科歯科大学大学院教授


